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(57)【要約】
【課題】形状復元性とシェイピング容易性とを両立し、
さらに、操作性を向上させた医療用ガイドワイヤを提供
する。
【解決手段】コアシャフト２Ａに外側コイル体４を固定
し、前記外側コイル体４は、先端側に配された単線コイ
ル４Ａと、基端側に配された多条コイル４Ｂとを連接し
て構成し、かつ、前記単線コイル４Ａの先端は最先端部
３に固着し、前記外側コイル体４の内側であって前記コ
アシャフト２Ａの先端部には、内側コイル体６Ａをその
先端が前記最先端部３から基端側方向に離間するように
設けた。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コアシャフトと、
　前記コアシャフトの少なくとも先端部外周に巻回された状態で前記コアシャフトに固定
されている外側コイル体と、
　前記外側コイル体内側に配置され、かつ前記コアシャフトの少なくとも先端部外周に巻
回された状態で前記コアシャフトに固定されている内側コイル体と
を備え、
　前記外側コイル体は、
　前記外側コイル体の先端側に配された単線コイルと、前記外側コイル体の基端側に配さ
れた多条コイルとを連接してなり、かつ、前記単線コイルの先端は、前記コアシャフトの
先端に固着され、最先端部を形成しており、
　前記内側コイル体は、
　その先端が前記最先端部から基端側方向に離間して設けられている
ことを特徴とする医療用ガイドワイヤ。
【請求項２】
　前記内側コイル体の基端は、前記外側コイル体における前記単線コイルの基端に配置さ
れている請求項１記載の医療用ガイドワイヤ。
【請求項３】
　前記内側コイル体が、多条コイルで構成されている請求項１又は請求項２記載の医療用
ガイドワイヤ。
【請求項４】
　前記内側コイル体の素線径が、前記外側コイル体の素線径より径小とされている請求項
１乃至請求項３のいずれか１項に記載の医療用ガイドワイヤ。
【請求項５】
　前記内側コイル体の素線径が、前記内側コイル体の先端方向に向かうに従い漸減するも
のとされている請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の医療用ガイドワイヤ。
【請求項６】
　前記外側コイル体における前記単線コイルの素線径が、前記外側コイル体における前記
多条コイルの素線径よりも径小とされている請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載
の医療用ガイドワイヤ。
【請求項７】
　前記外側コイル体における前記単線コイルが、疎巻きとされている請求項１乃至請求項
６のいずれか１項に記載の医療用ガイドワイヤ。
【請求項８】
　前記コアシャフトの先端部であって、前記最先端部と前記内側コイル体との間の部分が
、扁平形状とされている請求項１乃至請求項７のいずれか１項に記載の医療用ガイドワイ
ヤ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用分野で好適に用いられる医療用ガイドワイヤに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　医療現場において血管、尿管、又は器官等へのカテーテルの挿入や、血管の動脈瘤形成
部への体内留置具の挿入の際にガイドとして用いられる医療用ガイドワイヤ（医療用誘導
ワイヤ）は、既によく知られている。通常、前記医療用ガイドワイヤは、コアシャフトと
、前記コアシャフトの先端部外周に巻回されたコイル体とを備え、前記コイル体の先端部
と前記コアシャフトの先端部とが接合されている。
【０００３】
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　さらに、前記医療用ガイドワイヤにおいて、前記医療用ガイドワイヤの操作性を向上さ
せるべく、コイル体として多条コイルを採用したものは既に開示されている（例えば、特
許文献１参照）。また、外側コイル体と内側コイル体とを備えた二重構造としたものも既
に開示されている（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－５２８３１号公報
【特許文献２】国際公開９２／０４０７２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の医療用ガイドワイヤにおいては、操作性は向上する
ものの、医療用ガイドワイヤの先端部分の形状復元性が劣るため、一度、医療用ガイドワ
イヤの先端部が変形してしまうと、塑性変形を起こしてしまい、その後の操作が劣る等の
問題を有していた。また、特許文献２に記載の医療用ガイドワイヤにおいては、内側コイ
ルが存在する箇所の形状復元性は向上するものの、この形状復元性の向上によって、医療
用ガイドワイヤの先端部のシェイピング容易性が低下する問題を有していた。
【０００６】
　本発明は、かかる問題点に鑑みてなされたものであり、医療用ガイドワイヤの形状復元
性とシェイピング容易性とを両立し、さらに、操作性を向上させることを目的とするもの
である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そこで本発明は、コアシャフトと、前記コアシャフトの少なくとも先端部外周に巻回さ
れた状態で前記コアシャフトに固定されている外側コイル体と、前記外側コイル体内側に
配置され、かつ前記コアシャフトの少なくとも先端部外周に巻回された状態で前記コアシ
ャフトに固定されている内側コイル体とを備え、前記外側コイル体は、前記外側コイル体
の先端側に配された単線コイルと、前記外側コイル体の基端側に配された多条コイルとを
連接してなり、かつ、前記単線コイルの先端は、前記コアシャフトの先端に固着され、最
先端部を形成しており、前記内側コイル体は、その先端が前記最先端部から基端側方向に
離間して設けられていることを特徴とする医療用ガイドワイヤを提供するものである。
【０００８】
　前記構成にあって、外側コイル体の先端寄りに単線コイルを配し、基端寄りに多条コイ
ルを配したため、全部が多条コイルからなる外側コイル体に比して前記外側コイル体の先
端部の剛性のみを低減させることが可能となる。したがって、前記医療用ガイドワイヤと
しては、先端から基端に向かって段階的に剛性が高くなるものとなる。さらに本発明にあ
っては、内側コイル体を備えるため、医療用ガイドワイヤの形状復元性が向上しており、
さらには前記内側コイル体の先端を最先端部から基端方向に離間させたため、前記最先端
部のシェイピング容易性も確保することが可能となる。
【０００９】
　また、前記内側コイル体の基端は、前記外側コイル体における前記単線コイルの基端に
配置されていることが望ましい。
【００１０】
　上記構成とすると、内側コイル体が単線コイルの内側に配されることとなり、前記単線
コイルに対応する部分における形状復元性能を前記内側コイル体によって向上させること
ができる。さらに、この内側コイル体を配置したことによって、前記外側コイル体におけ
る単線コイル部分と多条コイル部分との剛性の格差がより一層緩和されることとなり、前
記医療用ガイドワイヤの先端部における剛性がその先端から基端に向かって極めて緩やか
に高くなっていくものとなって、全体として極めて良好な操作性が得られることとなる。
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【００１１】
　また、前記内側コイル体は多条コイルで構成されていてもよい。
【００１２】
　上記構成とすると、前記医療用ガイドワイヤの先端部の形状復元性がより一層向上する
こととなる。
【００１３】
　また、前記内側コイル体の素線径は前記外側コイル体の素線径より径小とされていても
よい。
【００１４】
　上記構成とすると、前記医療用ガイドワイヤの先端部の剛性が先端から基端に向かって
より一層緩やかに高くなっていくものとなり、医療用ガイドワイヤの操作性がさらに良好
となる。
【００１５】
　また、内側コイル体の素線径は前記内側コイル体の先端方向に向かうに従い漸減するも
のとしてもよい。
【００１６】
　上記構成とすると、内側コイル体は先端から基端に向けて剛性が徐々に高くなる構成と
なるため、より一層緩やかに前記医療用ガイドワイヤの先端部における剛性を高めていく
ことが可能となり、医療用ガイドワイヤの操作性が極めて良好となる。
【００１７】
　また、前記外側コイル体における前記単線コイルの素線径は前記外側コイル体における
前記多条コイルの素線径よりも径小とされていてもよい。
【００１８】
　上記構成とすると、前記医療用ガイドワイヤにおける単線コイルに対応する部分から多
条コイルに対応する部分にかけての剛性の差がより一層緩やかなものとなり、医療用ガイ
ドワイヤの操作性がさらに良好となる。
【００１９】
　また、外側コイル体における単線コイルは疎巻きとされていてもよい。
【００２０】
　上記構成とすると、前記医療用ガイドワイヤの先端部のシェイピング容易性を向上させ
ることができる。
【００２１】
　また、コアシャフトの先端部であって最先端部と内側コイル体との間の部分は扁平形状
とされていてもよい。
【００２２】
　上記構成とすると、前記医療用ガイドワイヤの先端部のシェイピング容易性を向上させ
ることができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の医療用ガイドワイヤは、形状復元性とシェイピング容易性を両立し、先端から
基端に向かって段階的に剛性が高められている構成であるため、操作性が向上する効果が
ある。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】実施例１にかかる医療用ガイドワイヤを示す説明図
【図２】実施例２にかかる医療用ガイドワイヤを示す説明図
【図３】実施例３にかかる医療用ガイドワイヤを示す説明図
【図４】実施例４にかかる医療用ガイドワイヤを示す説明図
【図５】実施例５にかかる医療用ガイドワイヤを示す説明図
【発明を実施するための形態】
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【００２５】
　本発明にかかる医療用ガイドワイヤの実施例を添付図面に従って説明する。
（実施例１）
　図１に示すように、医療用ガイドワイヤ１Ａは、先端側が細径で基端側が太径とされて
いる先細り丸棒形状のコアシャフト２Ａを備えている。
【００２６】
　また、前記コアシャフト２Ａの先端部には、外側コイル体４が固定されている。前記外
側コイル体４は、前記コアシャフト２Ａ先端部の外周に巻回されていると共に、その先端
が前記コアシャフト２Ａの先端に固着され、略半球体形の最先端部３を形成している。ま
た、該外側コイル体４の基端は、固定部５を介して前記コアシャフト２Ａに固定されてい
る。なお、前記最先端部３は、前記コアシャフト２Ａの先端の外径より径大な寸法形状と
されている。
【００２７】
　さらに前記外側コイル体４は、先端側に配された単線コイル４Ａと、基端側に配された
多条コイル４Ｂとが連接されて構成されている。さらに詳述すると、前記単線コイル４Ａ
の先端は最先端部３に固着され、基端は連接固定部１４を介して前記多条コイル４Ｂの先
端と連接している。
【００２８】
　また、前記コアシャフト２Ａの先端部であって前記外側コイル体４の内側には、単線コ
イルからなる内側コイル体６Ａが配置されている。さらに詳述すると、前記内側コイル体
６Ａは、前記コアシャフト２Ａ先端部の外周に巻回されており、その先端は、最先端部３
から基端側方向に離間している。また、前記内側コイル体６Ａは、先端に設けられた固定
部７Ａ、及び基端に設けられた固定部７Ｂを介して前記コアシャフト２Ａに固定されてい
る。さらに、前記内側コイル体６Ａの長手寸法を適宜設定する等して、前記内側コイル体
６Ａの基端は、前記外側コイル体４における単線コイル４Ａの基端に配置されており、内
側コイル体６Ａの基端と前記連接固定部１４（単線コイル４Ａと多条コイル４Ｂとが連接
する位置）とは前記シャフト２Ａにおける軸線方向において同じ位置に設定されている。
　前記固定部５，７Ａ，７Ｂ，１４は、公知材料を用いた公知技術を好適に採用すること
ができる。
【００２９】
　上記構成の医療用ガイドワイヤ１Ａは、外側コイル体４の先端寄り位置に単線コイル４
Ａを配し、基端寄り位置に多条コイル４Ｂを配したため、前記外側コイル体４の先端部の
みの剛性を低減させることができる。したがって、前記医療用ガイドワイヤ１Ａとしては
、先端から基端に向かって段階的に剛性が高くなるものとなる。さらに上記のように、前
記外側コイル体４における単線コイル４Ａ内に前記内側コイル体６Ａを配置し、さらに前
記内側コイル体６Ａの先端を最先端部３と離間させた状態としたため、前記最先端部３の
シェイピング容易性を確保しつつ、前記単線コイル４Ａに対応する部分における形状復元
性能を向上させることができる。
【００３０】
　このように、前記単線コイル４Ａに対応する部分における形状復元性能が内側コイル体
６Ａによって向上すると、前記外側コイル体４における単線コイル４Ａ部分と多条コイル
部分４Ｂとの剛性の格差がより一層緩和されることとなり、前記医療用ガイドワイヤ１Ａ
の先端部における剛性がその先端から基端に向かって極めて緩やかに高くなっていくもの
となる。
【００３１】
　上記構成において内側コイル体４は、単線コイル４Ａを採用したが、これに代えて多条
コイルを採用してもよい。このような構成とすると、前記医療用ガイドワイヤ１Ａの先端
部の形状復元性がより一層向上することとなる。
【００３２】
（実施例２）
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　以下、実施例２にかかる医療用ガイドワイヤ１Ｂを図２に従って説明するが、実施例１
と共通する部分については説明を省略し、図中では同じ符号を付すこととする。
　前記医療用ガイドワイヤ１Ｂは、内側コイル体６Ｂの素線径が、外側コイル体４におけ
る多条コイル４Ｂの素線径より径小とされている。このような構成とすると、前記医療用
ガイドワイヤ１Ｂにおける単線コイル４Ａに対応する部分から多条コイル４Ｂに対応する
部分にかけての剛性がより一層緩やかに高くなる。
【００３３】
（実施例３）
　以下、実施例３にかかる医療用ガイドワイヤ１Ｃを図３に従って説明するが、実施例１
，２と共通する部分については説明を省略し、図中では同じ符号を付すこととする。
　前記医療用ガイドワイヤ１Ｃは、素線径が先端方向に向かうに従い漸減している内側コ
イル体６Ｃを採用したものである。このような構成とすることにより、前記内側コイル体
６Ｃにおいて、先端から基端に向けて剛性を徐々に高くすることが可能となり、前記医療
用ガイドワイヤ１Ｃの先端部における剛性がより一層緩やかに高くすることができる。
【００３４】
　なお、図３に示す構成は、内側コイル体６Ｃの外面を先端方向に縮径するテーパー形状
とすることにより前記素線径を先端方向に向かうに従い漸減させる構成であるが、その他
の形態により前記素線径を先端方向に向かうに従い漸減させる構成としても勿論よい。
【００３５】
（実施例４）
　以下、実施例４にかかる医療用ガイドワイヤ１Ｄを図４に従って説明するが、実施例１
～３と共通する部分については説明を省略し、図中では同じ符号を付すこととする。
　前記医療用ガイドワイヤ１Ｄは、外側コイル体４における単線コイル４Ｃのコイルピッ
チが疎巻きとされているものである。このような構成とすることにより、前記医療用ガイ
ドワイヤ１Ｄの先端部のシェイピング容易性が向上する。
【００３６】
（実施例５）
　以下、実施例５にかかる医療用ガイドワイヤ１Ｅを図５に従って説明するが、実施例１
～４と共通する部分については説明を省略し、図中では同じ符号を付すこととする。
　前記医療用ガイドワイヤ１Ｅは、コアシャフト２Ｂの先端部であって最先端部３と内側
コイル体６Ａとの間の部分２０が、プレス加工により扁平形状とされているものである。
このような構成とすることにより、前記医療用ガイドワイヤ１Ｅの先端部のシェイピング
容易性が向上する。
【００３７】
　また、上記実施例１～５のほか、例えば医療用ガイドワイヤ１Ａ～１Ｅにおいて先端か
ら基端に向かって段階的に剛性を高めるべく、前記外側コイル体４における前記単線コイ
ル４Ａ，４Ｃの素線径を、前記外側コイル体における前記多条コイル４Ｂの素線径よりも
径小とするようにしてもよい。
【００３８】
　また、前記外側コイル体４の素線径を、前記外側コイル体４の先端方向に向かうに従い
漸減するようにしてもよい。このような構成は、外側コイル体６Ｃにおける単線コイル４
Ａ，４Ｃ、及び多条コイル４Ｂの外面を先端方向に縮径するテーパー形状とすることによ
り提供可能である。ただし、その他の形態により前記素線径を先端方向に向かうに従い漸
減させる構成としても勿論よい。
【００３９】
　本発明は、上述した実施例に限定されることはなく、本発明の主旨を逸脱しない範囲で
適宜設計変更することは勿論可能である。
【符号の説明】
【００４０】
１Ａ～１Ｅ　　医療用ガイドワイヤ
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２Ａ，２Ｂ　　コアシャフト
３　　　　　　最先端部
４　　　　　　外側コイル体
４Ａ，４Ｃ　　単線コイル
４Ｂ　　　　　多条コイル
６Ａ～６Ｃ　　内側コイル体

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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